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質問者 質 問 事 項 及 び 質 問 要 旨 
答弁指

定者 

１０番 

許斐 英幸 

１．まちづくりについて 

(1)町総合計画、これは新型コロナでの影響が生じる前の計画であるが、総合計

画の修正を検討されているのか。 

２．有害鳥獣駆除について 

(1)猟友会に駆除のお願いだけでは限界があると思うが、今後どのような支援を

するのか。 

３．副町長の任命について 

(1)町長就任から２年が経過するが、副町長の任命はどのように考えているか。 

町 長 

 

 

町 長 

 

 

町 長 

４番 

宇田川 亮 

１．新型コロナ対策について 

(1)臨時交付金を使った町の独自支援策に不用額が生じた場合、他の支援策を行

う考えは。 

(2)インフルエンザワクチンの補助を行う考えは。 

(3)軽症者等の自宅療養に対する町の対応は。 

２．プラスチックリサイクル業を行っているＭ社について 

(1)周辺地域から苦情が出されていたようだが、これまでの経緯は。 

(2)県の許認可及び町への説明、住民説明会等は行われなかったのか。 

(3)同様の苦情が出ないための対策は。 

町 長 

 

 

 

 

町 長 

１１番 

西藤 典子 

１．コロナ禍から命を守るために 

(1)ＰＣＲ検査の実施拡充を。感染リスクの高い施設等の職員の定期的検査の実

施等。 

(2)そのための予算措置、助成を。 

(3)児童福祉施設等における新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金での

ＰＣＲ検査の実施は。 

(4)コロナ禍で経営悪化した医療機関、特にくらて病院への財政支援を。 

(5)国民健康保険税の減免の実情と周知策。 

(6)子どもの均等割の今年度の免除を。 

２．情報通信ネットワークシステムの活用のために 

(1)国の実施に先駆けてのＧＩＧＡスクールサポーター等のＩＣＴ教育人材の配

置を。 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 
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令和２年９月８日（第２日）  

開議１３時００分  

 

○議長 星 正彦君  

 これから本日の会議を開きます。  

 日程はお手元に配布のとおりです。  

 これより日程に入ります。  

 日程第１ 一般質問を行います。  

 質問はお手元の通告一覧表の順序により行います。  

 最初に、１０番議員 許斐英幸議員の質問を許可します。  

 許斐議員。 

○１０番 許斐 英幸君  

 通告に従いまして質問をいたします。  

 初めに、町長にお尋ねしたいと思います。  

 町の総合計画があったと思いますが、これは新型コロナが始まる前の計画であります。そ

の後町長は修正なり検討されているのかお聞きしたいと思います。  

 その中で総合計画を検討されるということであれば、今から先計画するにも、コロナに対

してもやはり検討していかなければならないと考えております。  

 鞍手町を取り巻く商工業者は本当に苦しんでおります。これに対しまして施策、何かあり

ましたらこの場でお答え頂ければと思っております。以上です。 

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 総合計画の件についてのご質問であります。  

 鞍手町の総合計画につきましては、平成２７年度に第５次総合計画を策定いたしまして、

第５次総合計画の後期計画につきましては、令和２年５月２６日に策定をしております。総

合計画は行政運営を行って行くための基本となる計画で、どのようなまちづくりを行うか、

目指すべきまちづくりの将来像を定め、そのためどのような施策を行っていくのか、本町の

様々な分野の事務事業について記載をする計画であります。  

 先程も言いましたように、総合計画につきましては平成２７年度に策定をしていまして、

２８年からの９年間において新たな力で躍動するまち鞍手を町の将来像に掲げております。

基本計画は前期、後期、先程も言いましたように、いま後期を策定したばかりですが、事務

事業を掲げて町の将来像の実現に向けた取り組みを実施するための計画であります。  

従ってこのような観点から新型コロナウイルス感染症のような突発的に発症した感染症

に関する対策を総合計画に位置づけるということはありません。  

 ただ、新型コロナウイルス感染症につきましては、国、県の指針や鞍手町新型コロナウイ
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ルス等対策行動計画などに基づき対策を講じて行きたいと思っています。そしてまた、先程

の質問の中で商工業者のことについての質問がありましたが、通告にはありませんのでなか

なかこの場で満足のいくような答弁ができるかどうかは分かりませんが、ご質問をいただい

ていますので答えられる範囲で答えるとすれば、議員もご存じのように鞍手町では２度に亘

ってこの新型コロナウイルスに対しての独自支援策を行ってまいりました。その中で、町民

に対する支援、そしてまた事業者に対する支援ということで、今回の町独自の支援策につい

ては２７の事業について独自支援策を行っております。  

 その中で商工業者の方に対しては感染症の予防に対する対策だとか、融資を受けた方に対

するものだとか、家賃補助に対するものだとか、そういったことで今回２度目の独自支援策

の中でも盛り込んでおります。そういった中で十分かどうかは受取方もいろいろあると思い

ますが、町ができる範囲内で最大の支援はして行っていると考えております。  

○議長 星 正彦君  

 許斐英幸議員。  

○１０番 許斐 英幸君  

 いま町長が言われました。私は今から先、役場も来年度からかかって行きます。全般的で

いいのですが、中心が行政庁があり病院ができるということであって、あの周辺がおそらく

拠点になると思います。その辺も町長が今から先どういう開発をして行くのか、またインフ

ラの整備をどうするのか、そういうことも検討して町長の考えでいいので、できましたら述

べていただきたいと思いますが。  

難しいことでなく、こういう考えを持っているということであればそれで結構です。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 当然総合計画にも関することでありますが、鞍手町は議員が言われるように総合計画の中

では、以前は鞍手夢大橋からインターに至るＬ字ラインということでありました。  

 今回Ｌ字にはなりませんＴ字になりますので、そこを中心とした当然ながら鞍手町の中心、

市街地としての開発は進んで行くことにもなりますし、コンパクトなまちづくりを目指して

行くということには当然考えております。そうしたものがいま建設中でありますくらて病院

であったり、また庁舎の移転先であったりということにも当然ながらなって来ます。  

 そういった中で、この第５次総合計画の中では、「まちににぎわいを」ということと、「人

にかがやきを」ということと、「仕事の創出を」ということが３つの柱、基本構想となってお

ります。そういったことで鞍手町としてはこの総合計画に従って進めて行きたいというふう

に考えております。  

○議長 星 正彦君  

 許斐議員。 

○１０番 許斐 英幸君  
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 町長の考えいろいろ分かりましたが、庁舎もでき、病院もでき、あの辺りが中心になって

くるということであれば、これはインフラの整備もしなければいけないだろうということで、

先を読みながら計画を立てなければこれは後でインフラ整備をするというのはできないと思

います。できれば役場の職員にプロがおります。その中で早急に話をされて前に進むような

話ができたらいいなと思っています。  

 もう行政庁も来年からかかるということでございますので、一つそういう話を行政の中で

も検討されていただければと思っていますがいかがでしょうか。 

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 当然ながら、先日も議会で議決いただきましたが、基本計画の策定にもあたるようになっ

ています。そしてまた鞍手町の将来像を見据えた中で人口ビジョンを考えながら鞍手町の将

来を考えて、当然ながら人口は減少していきますので、どうそれを考えた上で鞍手町の将来

像を見据えるかということは非常に重要な問題だというふうに考えております。  

 先程からご答弁させていただきましたように、鞍手町をどうコンパクトに、そしてまた住

民の方達に住みやすいような町にして行くかということで、いま立地適正化計画を策定中で

あります。この立地適正化計画を策定することで議員が言われるような住民の方達にとって

住みやすい、そして満足いただけるような「まちづくり」に資するというふうにも考えてお

りますので、この立地適正化計画が策定されました折には、それに基づいた計画を進めて行

きたいというふうに考えています。  

○議長 星 正彦君  

 許斐議員。 

○１０番 許斐 英幸君  

 よろしくお願いしたいと思います。  

 それでは２番目に行きます。  

 有害鳥獣駆除についてでございます。  

 昨年６月に添田氏が害獣駆除においてお尋ねをされたと思います。これはやはりその場に

居る人間でないとなかなか分からないということで、私もそれに属していますので質問した

いと思います。  

 実を申しますと、猟友会に駆除をお願いするだけではもう限界があると考えています。な

ぜかというと皆さんが高齢になりました。辞めて行く方もおられます。そういう中でこれは

今から先どうしていくのかと、我々もただ害獣駆除だけをするというわけにもいかないし、

皆さんもみんなお勤めをしています。いざというときに間に合わないという状況もあります。 

 その中でいま農家の２代目が銃の免許、罠の免許もとって、自分達のテリトリーは自分達

で守ろうという気運は少し出て来ております。その中で今後町がどういう支援をして頂ける

のか、その辺を今後担当課といろいろ話し合いながらやっていきたいと思いますが、町長の
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考えとして昨年は猟友会にお願いをしておりますという話でしたので少し中に入った意見を

聞きたいと思いますがいかがでしょうか。 

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 現在有害鳥獣の捕獲については猟友会に委託をし、年間を通して銃器及び箱罠による捕獲

を実施していただいております。そしてまたいま議員がご指摘の件については今後の課題と

して当然ながら高齢化による捕獲従事者の減少も当町としても認識をしております。  

 本町においても有害鳥獣従事者数につきましては、昨年度から１名減少し、現在は１４名

になっているということもお聞きしております。  

 近隣の自治体につきましては、有害鳥獣捕獲に従事する狩猟者の育成を図るために新たに

狩猟免許を取得し、有害鳥獣捕獲に従事する方へ免許取得に関わる経費の一部を助成する事

業を実施しているということは聞いております。  

 そういったことから今後本町におきましても有害鳥獣捕獲の担い手を確保するためにどの

ような支援策ができるかについては、できるかどうかも含めまして検討して行きたいという

ふうに考えております。  

○議長 星 正彦君  

 許斐議員。 

○１０番 許斐 英幸君  

 いま猪のことだけ言いましたが、２、３年前から鹿も入って来ています。この２、３年の

内に鞍手管内で鹿も入っています。これが出だすとおそらく野菜を作っている方達の被害が

出て来るのではないかなと。その中で我々も考えたのですが、それも１つ中に入れなければ

いけないだろうと。  

 今年の７月の終わりから、８月の初めに対して町長も聞かれていると思いますが、そこの 

火葬場の前の田んぼに猪が出て田んぼの中を走り回っているということで、私に、何とかお

願いできないかという相談がありました。担当とも話をしながら１週間の間に３頭駆除しま

した。その前に長谷の辺りも田んぼを走っているということで駆除したということも聞いて

おります。 

 その辺の田んぼを見ますと畦なんかはガチャガチャです。あれを見ると農家の人達は夜寝

られない、また来ているのではないかということで。３頭だけは７月の終わりから８月の初

めに駆除しています。そういう関係で、やはり農家の若い人達が駆除に対してとか、銃を持

ちたいとか、持って駆除をしていこうとかという気持ちが盛り上がった中で、町長はいま言

われましたので、できれば担当辺りと私も交え、そこにも猟友会の支部の班長もおりますの

で、その方々と話をしながら何とかこの支援をしていただきたいということであります。そ

の辺りを町長にお尋ねします。  

○議長 星 正彦君  
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 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 有害鳥獣、その中でも猪につきましては、実は私が住んでいる幸町も山手になりますが、

その住宅街にも猪が出て、その方が植えているスイカ等を荒らされたというようなことから、

係の方で箱罠を仕掛けてもらった経緯があります。  

 田んぼとかの農地だけでなく、最近ではそういった住宅地が隣接するようなところまで猪

が出ているというようなことも私自身も認識はしております。そういったことから何とか対

策は必要ではないかなというように考えておりますが、当所答弁したように１４名の方しか

いないということでありますので、何とか他の方にも狩猟免許を取っていただいて、捕獲を

していただけるようにというような考えは当然ながら持ち合わせておりますので、そういっ

たことに対するどういったことが支援としては必要なのか、また本来支援自体が当然ながら

先程も言いましたように必要かどうかも含めましてもう一度検討して行きたいと思います。  

○議長 星 正彦君  

 許斐議員。 

○１０番 許斐 英幸君  

 町長の近くも出たということですが、それは一応駆除しました、この３頭の中の１頭です。  

 今から先そういう形の中で、じゃあ銃を取りました。すぐ駆除ができるのかといったら、

これはまた法律があります。３年以上しなければいけないとか、５年以上しないといけない

とかという法律がありまして、そういうこともクリアしなければいけないので、なるべく早

く対策を担当課長たちと話しながらやって行きたいと思います。  

 そういう相談に行く時には担当の方に行けるようなことを町長は考えていただければと思

いますのでお願いします。  

 次に､最後になりますが、１年前に副町長の件で答弁をお願いしました。その後、１年にな

りますが、どのように考えているのか、できれば早くしていただければと思います。  

 これはなぜかというと、前にも言いましたが、各課長等々が困っているのではないかなと。

私も議会に入った以上見て回り、お聞きすると困っていると、できれば早く副町長の件は。

１年になりました。ですから前向きに考えて、少しでも早くお願いしたいと考えております

が、いかがでしょうか。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 この副町長の件につきましても昨年の９月議会に許斐議員からご質問をいただいておりま

す。その時にもご答弁させていただきましたが、私自身も町長をさせていただくようになっ

た当所から副町長は必要だというふうに当然考えておりますし、今も２年経ちましたがその

考えには全く変わりはありません。私と二人三脚で鞍手町の発展のために一緒に前を向いて

進んで行っていただける方、そしてまた私が足りない部分を補っていただける方が居てくれ
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れば本当に私自身どれだけ心強いのかと本当に思っております。  

 先程許斐議員からは課長達がなんとか副町長をというような声があるようにというような

ご質問でしたが、課長も当然そうだと思います。それ以上に私自身が何とか副町長を早く良

い方にご相談をし、そしてお受けいただければというふうには考えております。  

 そういった思いの中で副町長に対してある方には打診をしてもおります。しかしながら今

持ってなかなか良い返事をいただいているということにはなっておりません。もうしばらく

と言ってももう２年経ちますが、副町長が不在の状況が続くということになると思います。  

 何とか許斐議員からも２度もご指摘をいただいておりますし、副町長の候補者をこの議会

にご提案できればというふうには考えております。  

○議長 星 正彦君  

 許斐議員。 

○１０番 許斐 英幸君  

 私がなぜそういうのかは、大きな問題が堆積しております。町長一人がやるということは

大変だと思っております。やはりこれはまた私は後で１年ですかというようなことも言いた

くもありませんし、できれば今年中に何とか決められて、後は来年から新庁舎も建っていき

ます。町長も大変だと思いますので、できれば早くして職員との繋がりを密にするためにも

副町長が必要ではないかなと思っておりますので、ひとつ前向きに考えていただきたいと思

います。以上です。  

○議長 星 正彦君  

 以上で許斐英幸議員の質問を終了します。  

 次に､４番議員 宇田川亮議員の質問を許可します。  

 宇田川議員。 

○４番 宇田川 亮君  

 通告に従いまして２点について質問をいたします。  

 まず１点目は新型コロナ対策についてです。町はこれまで５月と７月にそれぞれ臨時議会

を開催し町独自の支援策を講じて来ました。  

 先程の答弁では２７事業というふうに町長が言われていましたが、この財源の主たる部分

は国からの地方創生臨時交付金で、１次分、それから２次配分の合計は３億５千万円を超え

ております。また支援策については多岐に及んでおり、申請がなければ予算も執行されない

ものもあります。そこでお尋ねしますが、交付金に対する執行残、不用額が生じた場合、他

の支援策を行う考えはあるのかお答え下さい。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 いま宇田川議員からご指摘のとおり、第１次で９，４３４万３千円、第２次で２億６，３

２９万２千円、合計しますと３億５，７６３万５千円の交付限度額ということで臨時交付金
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をいただいております。  

 不用額が生じた場合の支援策とのご質問でありますが、第４号補正については、去る７月

２７日に議会の議決をいただきました。現在、各課において町独自支援策として住民生活等

への支援に加えて、事業者等への支援策を実施しているところです。  

 現段階においては、不用額が生じないように実施します支援策が滞りなくできるようにと

いうことで支援策の周知に努めているところでもあります。そういったことから不用額につ

いては見込めない状態です。  

しかし、ご質問にありますように臨時交付金の額を下回るような執行状況であれば、追加

の策を検討することが必要になるかも知れないというふうに考えております。  

○議長 星 正彦君  

 宇田川議員。 

○４番 宇田川 亮君  

予算自体は少なく見積もるわけにはいきませんので、必ず多かれ少なかれ不用額というの

は出て来るとは思うのですが、早めに見極めていただいて、いろいろな支援策があると思い

ますが、そこを考えてできるだけ町民の支援に繋がるものを迅速にやっていただきたいとい

うふうに思います。  

予算執行残額の予想も常に立てていく必要があるのではないかというふうに思います。そ

の額によってはこういう支援に使えるなというような対策も立てられると思いますので、そ

の点についてもう一度答弁をお願いします。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 いま宇田川議員がご指摘のとおり時間の経過でどれぐらいの不用額が出そうだというよう

なことは今後当然ながら検討して行く必要があるとは考えております。そういった時期を見

ながらある程度の想定をして行き、そして不用額がどれぐらい出るかどうかについて、その

額に応じたものがひょっとして新たな支援ができるような不用額が仮に出るとすれば、先程

言いましたように、そのことについては追加の支援策を考える必要があるかなとは考えてお

ります。 

○議長 星 正彦君  

 宇田川議員。 

○４番 宇田川 亮君  

 町の厳しい財政の中で町の単費も含めてですが、ぜひともこの危機を乗り越えるためにも

頑張っていただきたいなというふうに思っております。  

 次に､インフルエンザワクチンの助成についてお尋ねします。  

 北九州市では、冬場には新型コロナとインフルエンザが同時流行する恐れがあることから、

６５歳以上の高齢者や基礎疾患を持つ６０歳以上の人、医療従事者、福祉関係の従事者、教
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員などを対象に自己負担１千円で受けられる支援策を発表しています。  

 鞍手町でもインフルエンザワクチンの補助を拡充するべきだというふうに考えますが、町

長の考えをお願いします。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 インフルエンザワクチンについてのご質問ですが、現在、本町においては、インフルエン

ザワクチンの予防接種について、６５歳以上の高齢者及び６０歳から６４歳の心臓病、腎臓

病、呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極端に制限される程度の障がいを有する方、

及び「ヒト免疫不全ウイルス」により免疫の機能が日常生活がほとんど不可能な程度の障が

いを有する方「おおむね身体障がい者手帳１級程度を有する方」を対象に補助事業を行って

います。 

 今回、宇田川議員の質問でございますが、８月２６日に厚生労働省予防接種ワクチン分科

会では、日本感染症学会から「新型コロナウイルスとインフルエンザの同時流行を最大限、

警戒すべき」として、「医療従事者、高齢者、乳幼児から小学校の低学年へのインフルエンザ

ワクチンの接種が推奨される」と提言を受けているということです。それで予防接種法に基

づく定期接種対象者（６５歳以上の高齢者）に加え、乳幼児から小学校低学年、医療従事者

等が希望する場合に接種の機会が逸することがないよう、優先的な接種を呼びかけるとされ

ています。そうしたことから今後、インフルエンザワクチンの接種について、町として厚生

労働省予防接種ワクチン分科会の呼びかけに応じ、取り組むかどうかについては今後前向き

に検討していきたいと考えています。 

○議長 星 正彦君  

 宇田川議員。 

○４番 宇田川 亮君  

 現在の６５歳以上の方、それから６０から６４歳で、先程言われたような疾患、障がい等

がある方についての補助があることはわかっております。一人１，３００円の自己負担、た

だこれの接種率がどういうふうになっているのか分かれば、ある程度の数字でいいので分か

れば教えて下さい。  

○議長 星 正彦君  

 保険健康課長。  

○保険健康課長 梶栗 恭輔君  

 お答えいたします。  

 昨年度、令和元年度で対象者が６，０３６名に対しまして接種者数は３，２７５人、接種

率は５４．３％でございます。以上です。  

○議長 星 正彦君  

 宇田川議員。 
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○４番 宇田川 亮君  

 半分は超えていますけれども、やはり今回のコロナと同時流行したら大変なことだろうと

いうふうに思います。熱発したはいいがコロナなのかインフルなのか分からない、どういう

ふうに診断すればいいのかというようなことも出て来るのではないかなというふうにも思っ

ておりますので、ぜひともこの率を上げていただきたい、そのための施策を鞍手町では現在

１，３００円ですが、北九州は１，５００円から１，０００円まで下げました。  

 福岡市もたしか１，０００円だと思いますが。乳幼児等はインフルエンザは２回受けない

といけないのです。福岡市はたしか１回分しか補助しないとかということがあったと思いま

すが、そういうのも含めてぜひ１００％に近い数字を出すための方策を前向きに検討してい

ただきたいというふうに思いますが、もう一度答弁をお願いします。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 先程も答弁しましたように厚生労働省の予防接種ワクチン分科会から接種の機会を逸する

ことがないよう優先的な接種を呼びかけるということにもあります。  

 鞍手町としても、一応今の補助でいいのかどうか、ある意味先程課長が答弁しましたよう

に接種率自体は低くもなっております。これが補助の金額によるものかどうか、その辺は定

かではありません。これを例えば、北九州市、福岡市のように１，０００円にしたらほぼ１

００％に近づくのか、無償にしたら１００％に近づくのか、そういったことは今のところ全

く想定ができません。そういった中で先程答弁しましたように、インフルとコロナ感染症が

同時に感染をするというようなことは国としても避けたいというような意向での推奨でもあ

りますので、先程も答弁しましたように鞍手町として何ができるのか、仮にできるとすれば

どのような補助ができるのかというようなことについて検討して行きたいというふうにも考

えております。  

 ただ予算の、高齢者については予算は計上しておりますが、その他の、例えば乳幼児であ

るだとか、子どもさん達については全く予算の措置はしておりません。そういったことから、

もしも仮にこれを支援するとすれば当然ながら予算措置をしていくということにもなります

し、これはこれでまた補正なりを組んで議会を開催していただくということにもなります。

そしてまたインフルエンザは国の方とか、または報道等でもなるべく早くの接種というよう

なことで、１０月、１１月に接種をしたらどうかというような報道等もあるようにも思いま

す。そういったことも勘案しながら、そういった時期も含めて早急に検討し、進めるという

ようなことが今後考えて行くとすれば、また臨時会なりなんなりというようなことをお願い

するようなことにもなります。そういったことも含めまして、全体として前向きに検討して

行きたいというふうに思います。 

○議長 星 正彦君  

 宇田川議員。 
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○４番 宇田川 亮君  

 １つ言えることは額を下げるのか、下げないのかで接種率が変わるのか、効果があるのか

分からない、蓋を開けないと分からないとは思いますが、ただ１つ言えるのは、周知するだ

けではなかなか伸びないと思いますし、額を下げることによって受けやすい環境を作るとい

うのは、これは接種率を伸ばすための前向きな材料であることには間違いないということで

す。これだけはお伝えしておきたいと思います。  

 それと対象者についてですが、やはりどうしても濃厚接触をしないと駄目な医療従事者、

介護の従事者だとか、また保育、教員も含めて、そこは対象はぜひ広げていただきたい。町

長は先程から前向きに検討するというふうに言われてありますので、ぜひそこは考えていた

だきたいというふうに思います。  

 次に､軽症者等の自宅療養に対する町の対応についてお尋ねします。  

 町内のコロナ陽性と報告された方は、軽症、重症それぞれ１名ずつで、両者とも入院中と

のことでした。しかしながら今後自宅療養の対象者が発生した場合、配食サービスや健康状

態のフォローアップなどが必要になってきます。  

 配食サービスを行う場合、新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金により補助され

ることにもなっています。今後の町としての対応をお示し下さい。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

新型コロナウイルスに感染した場合ということですが、これは保健所の指示のもとに入院

または自宅療養等が決定されています。 

個人情報の観点からだと思います。町には、鞍手町の居住地の方に新型コロナウイルス感

染症に罹患した方がいるという情報しか保健所からは伝えられませんので、町としてはどな

たが罹患されたのかというのは把握できない状況になっています。  

従って、罹患した方については、町がどこにどなたが感染されているかというのは把握で

きておりませんので、罹患された方については保健所の指示に従っていただいて、入院や自

宅療養等をしていただきたいと考えております。  

○議長 星 正彦君  

 宇田川議員。 

○４番 宇田川 亮君  

 保健所の指示で調整が必要ということで、なかなか調整がつかなくて自宅療養でとそれだ

け言われて、だけども外出したりとかという方が居るわけですね。  

 今回の、もちろん個人情報であり、保健所でしか把握していない、町は氏名等は分からな

いということですが、配食サービス等を行うというようなことで県と町が契約すればそれは

教えて貰えるそうです。ですから、その辺はぜひ確認していただいて、今後自宅療養と言わ

れたら出てもらいたくない誰も。本人もうつしたくないだろうし、そこはやはりぜひ慎重に



11 

 

考えていただきたいし、配食サービスできる業者がいるのかどうかも含めてですが、いろい

ろそこは鞍手町内でコロナの陽性者が広がらないための方策をぜひ慎重に町としても考えて

いただきたいというふうに思います。もう一度答弁をお願いします。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 宇田川議員からご指摘がありました配食サービスについてですが、そのことについてはこ

ちらの方としては全く認識はありませんでした。そういったことから、鞍手町では２例の方

の陽性反応があったということの報告はありましたが、先程答弁したようにほとんど詳しい

情報というのは保健所からの提供はありませんでしたので、そういったことからなかなかこ

ちらとして罹患された方の把握もできませんし、どういった支援というのもなかなか難しい

というふうなことです。  

 ただ、いまご指摘があったことで配食サービス、その他のどういう支援が県の方から尋ね

ればできるかということについては、それこそ早急に県の方に問合せをし、確認をしたいと

いうふうに思います。  

○議長 星 正彦君  

 宇田川議員。 

○４番 宇田川 亮君  

 これは県と保健所が所在している市、それから特別区に対して厚労省のコロナウイルスの

対策推進本部から事務連絡として追加分で８月７日に新型コロナウイルス感染症の軽症者等

に係る宿泊療養及び自宅療養の対象並びに自治体における対応に向けた準備についてに関す

るＱ＆Ａについてその８ということで、疑問をもつ質問が２つ増えているのですが、自宅療

養を適切に実施する上で留意点はどのようなものが考えられるかという問いと、もう一つは、

自宅療養における食事の確保についてはどのような方法が考えられるかという点についての

答えがこの事務連絡で下りて来ているわけです。  

 その中で留意点については縷々ありますが、やはり食事の確保ということで、買い物にも

行けない、自宅療養ですから配食サービスを受けないといけない、その食事の確保について、

例えば、１食１，５００円の補助があるとか、そういった随契でそういう補助が可能だとい

う事務連絡で書いているので、ぜひそういう点も含めて県とも確認、協議をやっていただき

たいというふうに思いますが、もう一度答弁をお願いします。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 いまご指摘の点につきましては、確認をして行きたいというふうに思います。  

○議長 星 正彦君  

 宇田川議員。 
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○４番 宇田川 亮君  

 よろしくお願いします。  

 次にいきます。  

 ２点目の質問としてプラスチックリサイクル業を行っている、ここではＭ社と言いますが、

Ｍ社についてお尋ねします。  

 この会社は昨年９月ころから操業を開始し、２４時間操業する中で騒音、異臭、煙、光  

等の苦情が周辺地域住民から出されていたそうです。この件についてこれまでの町の対応を

含めた経緯をお知らせ下さい。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 この件につきましては、担当課長に答弁をさせます。  

○議長 星 正彦君  

 農政環境課長。  

○農政環境課長 筒井 英和君  

 お答えいたします。  

Ｍ社についてのこれまでの経緯を説明させていただきます。先程議員が申されましたよう

に令和元年９月に廃棄物処理業者が操業を始めているが問題はないのかと通報がございまし

た。そこで嘉穂鞍手保健福祉環境事務所、直鞍広域消防、直方警察署、福岡県県土整備事務

所、役場農政環境課におきまして立ち入り検査を行っております。  

 その結果、この施設は、産業廃棄物処理施設ではなく、再生プラスチックの製造施設であ

り法的な違反行為はないということが確認されました。しかし、敷地内の設備において何点

かの問題があり、先程申しました関係行政機関より改善の指示がされております。  

この何点かの問題点については、その後、改善されていることを関係行政機関がその都度

確認しているところです。  

 次に令和２年６月に地元の区長からＭ社の悪臭についての相談、同じ時期に匿名の封書が

鞍手町役場と嘉穂鞍手保健福祉環境事務所に郵送されてきました。その内容は、先程申され

ましたとおりで、騒音・悪臭・工場の夜間の照明がまぶしいというような苦情でございまし

た。このことによりまして役場と同事務所とともに騒音・悪臭について工場の設備を調査し

ましたが、今の段階で騒音規制法及び悪臭防止法に抵触するものではありませんでした。ま

た工場の照明についてはその後、改善されているところでございます。  

 しかし、地元の区長からも苦情が寄せられておりましたので、Ｍ社の社長と話をして、周

辺の３人の区長に工場を視察させていただき工場の作業工程等を説明していただき、その後、

意見交換を行い周辺区長からは工場に対する一定のご理解を頂いているところです。  

 その後、役場及び関係機関に苦情は現在のところ寄せられておりません。  

以上でございます。  
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○議長 星 正彦君  

宇田川議員。 

○４番 宇田川 亮君  

分かりました。  

最初から２４時間操業で騒音、異臭、煙、光などの住環境に悪影響を及ぼすような会社等

につきましては、県の許認可が必要なのではないかなというふうに私は思うわけですが、そ

の点についてはどうなのか。  

また、操業前にそういう操業をするのであれば町への説明、それから住民説明会等があっ

てしかるべきではないかというふうに思うわけですが、そうしたものは行われていないのか

どうかをお尋ねします。  

○議長 星 正彦君  

 農政環境課長。  

○農政環境課長 筒井 英和君  

 お答えいたします。  

この事業所は先程も申しましたように産業廃棄物等の処理工場ではございませんので県

の許認可及び町への説明などは特に必要ありません。但し、令和元年３月に鞍手町を通して

福岡県に土地売買等届出書が提出されておりまして、その書類の内容で工場・倉庫・事務所

として使用することは確認しております。  

 Ｍ社の社長によりますと事業開始前に周辺区長及び周辺の住宅にはあいさつを兼ね訪問し

て簡単な説明はしたということですが、住民説明会等は行われていません。  

 先ほどご説明しましたが、今年６月に周辺区長と社長は会議の場で意見交換を行っており

社長は今後も苦情や要望については前向きに対処することを確認しています。  

 その場には私ども、鞍手町役場と環境事務所の方も立会をおこなっております。以上です。  

○議長 星 正彦君  

 宇田川議員。 

○４番 宇田川 亮君  

 先日３つの地域の区長さんにお話しを伺って来ました。会社と町も入った協議の中で大分

改善はされて、最近は地域住民からの苦情はないというようなことでしたが、ただ不安な点

がいくつかあるということで、１つは交通安全の確保、あそこは前の歩道がもの凄く狭いの

で。県道でもありますし、道幅も狭いし、この会社を出入りする車だけではなくて、前の道

路は大型車がスピード出してしょっちゅう通るようなところです。ですから交通安全につい

てもの凄く不安がっておられます。  

 もう一つは、煙。一見どういう煙なのか分からない。水蒸気なのか何なのか。煙のような

水蒸気のようなものであるので、その中身についてぜひ環境に対して影響がないのかどうか

調べて欲しいと。  

 もう一つは、水を使って、循環しているそうですが、最終的には近くの川に流していると
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いうことですが、その水についてぜひ水質検査を行って欲しい。水質検査を行って、結局煙

の成分についても水質についても科学的数値でやはり影響がないということを確認すれば地

域住民もそれは納得するのではないだろうかというふうに私は思うわけですが、それについ

てぜひ前向きに、環境は大丈夫というお墨付きを出すような検査をしていただきたいという

ふうに思いますが、もう一度答弁をお願いします。  

○議長 星 正彦君  

 農政環境課長。  

○農政環境課長 筒井 英和君  

 まず、何点かご質問をいただきましたが、１点目の交通安全の件については一応区長さん

からも同じようなお話しがありまして、多くのトラックの出入りがあるということで、これ

についてどうか対応をお願いしたいということでございました。社長さんの方は学校の下校

時間、登校時間は大体皆一緒ですが、下校時間については上学年、下学年と、何か行事があ

った時に時間帯も違います。  

 私がこの会議の後に学校の方に行きまして、校長先生と打合せをさせていただきました。

校長先生の方から、大体子ども達が一週間の授業が終わって、学校から下校する周辺、該当

する工場の周辺を通る時間帯等もペーパーでいただいて、そのものを会社の社長さんにお渡

ししております。できるだけその時間帯を避けるように物資の搬入はしたいということと、

出入りするドライバーには注意を促すということで打合せを行っております。  

 それともう１点の悪臭の件でございますが、これにつきましても６月に立入検査をしたと

きに区長さんも一緒におられましたが、脱臭装置が整備されております。但し、コロナの影

響下におきまして下のダクトの傘の部分がまだ完全に出来上がっておりませんでした。これ

が完成すれば完全ではないかと思いますが、臭いの部分と、先程言われました煙、これは明

確に言いますとおそらく蒸気ではないかというふうに思っております。これに若干臭いが混

じっているというような状況でございました。  

 これについても社長の方からは１０月までにこの装置を完成させるということで報告を受

けております。また完成したら社長の方に連絡を下さいというふうに私の方が約束を取り付

けておりますので、その時点で町と福祉環境事務所とで立入検査をさせていただくように準

備を進めております。  

 あと、水の関係も今のところは、先程議員がおっしゃいましたように、最初は若干装置か

ら出る水が外の方に流れ出ていたようですが、これについても循環型の装置を付けられて、

水をリサイクルしてその機械が使う水については外に排水をしないというような装置が付け

られているようです。  

 あとは工場内の雨水とかというものについては当然外には出ているようですが、環境事務

所の方と打合せをしまして、水質検査とか悪臭の関係の調査が必要となってくればその都度

協議をして、そういうものが必要であれば進めたいと思います。以上です。  

○議長 星 正彦君  
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 宇田川議員。 

○４番 宇田川 亮君  

 交通安全の件についてですが、もちろん子どもさん、親子さんも含めて会社が注意する必

要があると思います。ただし、あそこはそういう工場が入って来る、会社が来る前から、や

はり県道が狭い、歩道も狭いということで何とかして欲しいという改善要求がずっと出され

ていた場所でもありますし、そこはやはり県とも協議をして、その会社が来たからではなく

て元々からあそこは危険な道路でありますから、何とかそこの改善をお願いしていただきた

いと思います。  

○議長 星 正彦君  

 建設課長。 

○建設課長 松永 憲昌君  

 お答えいたします。  

県道直方・宗像線につきましては、宗像市、直方市、鞍手町、２市１町で県の方に歩道が

狭いので歩道拡幅の整備の要望書を毎年出しております。現在、手前までは来ていますが、

橋の歩道ができて、その先を続けるような形で県の方には要望をしています。以上です。  

○議長 星 正彦君  

 宇田川議員。 

○４番 宇田川 亮君  

 分かりました。なかなかすぐにはというふうにはならないと思いますが、ぜひその間に事

故が起こらないようにぜひ対策を練っていただきたいと思います。  

 それと水の件ですが、ある程度循環ではあるかも知れませんが、不安を払拭していただき

たい、水質検査である程度の検査をすれば数値が、そこまでお金は掛からないと思いますが、

ぜひそれをやって数値が正常値ですよと、基準値以内ですよということであれば納得するの

ではないだろうかというふうに思うわけです。そこはぜひ検討していただけないでしょうか。 

○議長 星 正彦君  

 農政環境課長。  

○農政環境課長 筒井 英和君  

 先程申しましたように、懸案事項について１０月にそういう立入検査を保健所とするよう

になっておりますので、またそこと打合せをしまして、おそらく河川の水質、流れ出る水質

は県の方の担当になるかと思いますので、そちらの方と協議をして検討させていただきます。

以上です。 

○議長 星 正彦君  

 宇田川議員。 

○４番 宇田川 亮君  

 分かりました。  

 最後に、今後この会社だけでなくて別会社が操業を始める場合にこういった同様の苦情が
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出たりとかということがないように対策を考える必要があるのではないかと思うわけです。

これについてぜひ町長からの答弁を求めたいと思います。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 Ｍ社については今まで答弁したとおりであります。Ｍ社についても周辺からの苦情が出な

いようにということで、先程の答弁のとおり今後も県も含めて対応して行きたいというふう

に思っております。  

 また、別の事案の対策につきましては、許認可が必要な案件につきましては、関係機関か

ら情報提供により事前に対応することもできますが、許認可が必要ない案件については情報

が少なく、事前の対応は難しいというふうに考えております。しかし、日頃の業務の中で情

報収集を行い、同様の苦情が出ないように町として努めて行きたいというふうに考えていま

す。 

○議長 星 正彦君  

 宇田川議員。 

○４番 宇田川 亮君  

 今回住宅のすぐ近くに工場が来られて、しかも２４時間操業して、金属が混ざった時にも

のすごい音がするらしいのですが、そういった音、それから光で悩まされたというようなこ

とですから、誰が考えても普通そこまで、住宅のすぐ横でそんなことをしていたらやはり住

環境に悪影響を与えるのではないかと、許認可が必要じゃなくても。そこは何か対策を考え

ないと。じゃあ許認可が必要でなければ、本当言ったらＭ社も今までどおりやっていいわけ

ですね。それについての対策もぜひ考えて行く必要があるのではないかと思いますが、もう

一度お願いします。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 当然ながら一般企業は、例えば町に来られるというようなことについて当然ながら許認可

があればそれについてこちらの方としても権限がありますが、ない場合に町としてどれだけ

のことができるかということになります。今回の場合は住宅地に近いというようなことでい

ろいろと苦情等があったようですが、本来あそこは以前からも工場があった跡地に来た企業

でもあります。そういったことから、以前の工場が２４時間操業だったかどうかというのは

私は承知はしておりませんが、いまＭ社が来られたところというのは、先程も言いましたよ

うに工場のあったところでもありますので、その点について住民の方から敢えて、また苦情

が出ているわけですが、そういったことはＭ社の方が繰り返し答弁がありますように非常に

真摯に受け止めてくれて、住民に配慮した対応をしていただいています。  

 その他の場合についても、鞍手町については用途地域を指定したりだとかというようなこ
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とでなるべくそういった住宅地に隣接しないようなところに工場等が誘致できればいいなと

いうふうにも考えておりますし、その辺、一般企業についてなかなか鞍手町からここにとか、

あそこにとか、こういうことは止めて下さいというような規制等がどの辺までできるだろう

かというようなことにもなると思います。  

 その辺はケースバイケースにもなるとは思いますが、なかなか難しいところもあるという

ふうにも考えます。ただいずれにしても宇田川議員が質問されますように住民にとって生活

環境をおびやかされるようなことがあってはいけないというようなことも私どもも考えます

ので、その辺も含めてケースバイケースで考えて行きたいというふうに思います。  

○議長 星 正彦君  

 宇田川議員。 

○４番 宇田川 亮君  

 最後にしますが、今回は今のところ真摯的な態度でそこの会社の社長さんは苦情に対して

真摯に受け止められて、いろいろな改善策をされて来ているから今のところはいいと思いま

すが、じゃあ法に触れなかったら何でもしていいかというような会社が来た場合にそれは困

るので、先程なかなか改善策、対策が見つからないというふうに町長は言われましたが、ぜ

ひアンテナを張っていただいてそういうことができるように考えていただきたいと思います。 

 以上で終わります。  

○議長 星 正彦君  

 以上で宇田川亮議員の質問を終了します。  

 次に､１１番議員 西藤典子議員の質問を許可します。  

 西藤議員。 

○１１番 西藤 典子君  

 大きく２点に亘って質問いたします。  

 １点目ですが、ＰＣＲ検査の実施拡充ということでお尋ねいたします。  

 終息の見通しが立たぬままに日増しに感染の不安が高まっている新型コロナウイルス感染

症ですが、くらて病院が行っていますＰＣＲの自費検査に遠方からも希望者が押し寄せるな

ど、検査実施の要望は高まっています。そんな中、東京都の世田谷区、千代田区、或いは千

葉県の松戸市、他に最近どんどん自治体が独自にＰＣＲ検査に取り組むという事例が出てい

ました。そういうことを受けましてやっと政府も感染流行地域での医療、高齢者施設等の一

斉定期的な検査、地域の関係者の幅広い検査について政府として都道府県等に実施を要請す

ると決定しました。  

 幸い鞍手町はまだ感染流行地域ではありませんけれども、隣接の北九州市をはじめ、最近

では飯塚市や田川市、直方市でも増加の傾向です。感染が広がりますと深刻な影響が出ます。

医療機関や高齢者介護、障がい者福祉施設、また保育関係、学校等で働く人々への定期的な

検査、更に入所者への幅広い検査、いわば社会的検査といわれるようなものですが、これを

実施しまして、無症状感染者も含めて早期に把握、保護することで検査によって感染を押さ
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え込む体制に鞍手町も入るべきではないかと思っておりますが、いかがでしょうか。 

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 いま西藤議員からご質問の中でご紹介がありましたが、内閣官房の新型コロナウイルス感

染症対策推進室より８月２７日に新型コロナウイルス感染症対策本部で決定された「新型コ

ロナウイルス感染症に関する今後の取組について」の事務連絡が各都道府県の新型コロナウ

イルス感染症対策部局宛に通知されています。  

その中で、先程ご指摘がありましたように、検査体制の抜本的な拡充として、「感染者が

多数発生している地域やクラスターが発生している地域においては、その期間、医療機関、

高齢者施設等に勤務する者、入院・入所者全員を対象に、一斉・定期的な検査の実施を都道

府県等に対して要請する。」とあります。ご紹介していただいたとおりであります。  

本町においては、これを鑑みますと感染者が多数発生している地域やクラスターが発生し

ている地域は現在のところ確認されておりません。  

 先程のご質問にありましたように、現在２名の方が陽性として今まで鞍手町としては感染

者が出ておるところですが、今後、本町においてそういった地域が確認された場合には、県

の指導を仰ぎながら実施については検討していきたいと考えています。 

○議長 星 正彦君  

 西藤議員。 

○１１番 西藤 典子君  

実際感染者が出てクラスターが始まったというような状況のときになって対策を講じよ

うと思っても手遅れになります。従って、国の方針も次々変わって来ると思いますが、すぐ

に開始しなくても必要が感じられる状況になりましたら、そういう事態になった時には直ち

に実施できる、そういう準備はしておくべきではないかと思いますがいかがでしょうか。 

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 先程答弁しましたように、鞍手町では２名の方の感染が確認されております。福岡県６０

市町村の中でも非常に少ないというふうに考えております。これは取りも直さず住民の方達

の意識の高さであろうというふうにも考えますし、いま言われている新しい生活様式、手洗

い、マスク、消毒、ソーシャルディスタンスも含めて、そのような意識が住民の方達の中に

十分根付いているものだというふうに考えております。  

 そういったところから、いまの状況の中で議員ご指摘のような対策が本当に必要なのかど

うか、それに対する、次の質問にも関連してきますが、予算を鞍手町として計上することが

必要なのかどうか、そういったことも含めまして考えあわせる必要があるというふうに思い

ます。 
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 そういったことから、先程答弁しましたように、そういった状況が発生した場合には検討

して行きますが、今のところはそういった状況にはないというふうに認識をしております。  

○議長 星 正彦君  

 西藤議員。 

○１１番 西藤 典子君  

 重症者や濃厚接触者と認められれば行政検査の対象になりますし、公費でＰＣＲ検査を受

けられます。それも国と自治体が折半となっているようです。そして今自治体の負担につい

ては地方創生臨時交付金の対象だそうです。国として実施を要請することになるならば社会

的検査、これについては沖縄のお医者さんなどもおっしゃっていましたが、これは診療とい

うよりは検診であると。そういう検査が今後は必要になって来るというようなことを言われ

ていましたが、そのような社会的検査と言われるものも行政検査と同じように認めるべきで

あると、こういう要請を国にしていく必要があると思います。 

 今は確かに出ていません。しかし近隣で、先程も申しましたけれども飯塚市、田川市、直

方市はかなり増えておりますので、やはりそれまでの間、助成のための予算措置、これは一

応計画としては持っておいていただくべきではないかと思いますが、いかがでしょうか。。 

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 予算措置としてそのようなものを持っているというようなことは予算上あり得ません。必

要なものを計上するというのが予算ですので、そういうようなものを事前に持つということ

はなかなか予算上はないことだというふうに考えます。 

 そして近隣のことが出て来ましたが、近隣の中でも直方市だとか飯塚市だとかは出ており

ますが、議員が言われるような対策を考えているというようなこともこちらの情報としては

ありません。 

そういったことから、当町においては近隣よりもまだそういった発生状況にはないという

ふうに認識をしておりますので、今のところそういった予算措置等も含めて必要がないとい

うふうに考えています。  

○議長 星 正彦君  

 西藤議員。 

○１１番 西藤 典子君  

 こういうことを私が提案しますのは、くらて病院の取り組みがあるからです。くらて病院

では、この間からＰＣＲ検査の自費検査をされていますが、国民の強い要望に答えて、収益

よりも町民の安心・安全の方策ということで、他に見られない１万円という格安の料金で近

隣の病院に先駈けてＰＣＲ検査を開始され周辺地域でも非常に好評なんです。  

 愛知県などの例を見ますと、１人あたり３万円プラス税とか、企業関係でも２万５千円プ

ラス税とかということなんです。ところがくらて病院は１万円という料金でしていただける
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のです。これをちょっと聞きますと、お医者さんとか看護師さんとかの人件費を考えると全

然収益を度外視した内容だということでありますが、また、他の例で言いますと、長崎の国

際大学などは学生や教職員の健康や命を守ることを目的に検査を始めたと。検査は専門の検

査員を雇用して、機械は長崎県から供与されたわけですが、検査対象は学生や教職員だけで

なく佐世保市民なども幅広く対象として１回３，５００円からできると。 

或いは、京都産業大学では、学生の負担は千円でしているとか、いろいろな工夫の仕方に

よって安く、しかも多くの方に検診のような形でして、そして絶対に感染を広げないという

方法もあるのではないかと思いまして、そういう検討もくらて病院とともに検討されて、い

ざという時のための準備といいますか、検討を進めていただけたらいいのではないかと思っ

て提案しているわけでございます。いかがでしょうか。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 いまの質問の中でくらて病院の件が紹介されていますが、くらて病院につきましては、独

立行政法人ということで、町の行政とは一線を画した中での病院経営をされております。そ

ういった意味で、この唾液でのＰＣＲ検査をお考えになられて進められるということは、ご

紹介がありましたように町だけでなく近隣の方達にとっても非常に有効なことだろうという

ふうには思います。  

 その他に大学のこともご紹介をいただきましたけれども、大学は大学でそれぞれ学生を対

象とした施設でもあります。そういったことから必要性を感じてされているということだろ

うというふうに思います。また料金についてもいろいろと他の所は３万円というような数字

だとか、また大学だと３千円とか、そういういろいろな数字のご紹介がありましたが、くら

て病院の１万円ということもありますが、その検査の仕方、例えば唾液検査なのか、鼻腔か

らの採取による検査なのか、そういったものでも料金が違うようにも考えております。と同

時に、そういったことは別として、検査についてもそれが先程も答弁しましたように必ずい

まここで鞍手町の住民にとって緊急、または必要性のあるものかどうかについての判断も必

要だろうと思いますし、それには当然ながら予算も伴うものであります。  

 そういった予算について本当に必要性を感じて緊急にでも必要だということであれば、先

程言いましたように検討することが必要だろうというふうには思いますが、何度も繰り返し

になりますが、いまの鞍手町の状況を勘案すれば、今のところはそこまでの検査は必要ない

というふうに考えております。  

○議長 星 正彦君  

 西藤議員。 

○１１番 西藤 典子君  

 先程の４番議員の質問の中にインフルエンザワクチンのことも出ましたけれども、これか

ら冬に向かってコロナの感染症かインフルエンザか分からないという患者さんが増えて来る
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可能性もあります。できるならばいろいろ知恵も結集して対応策も準備していただければい

いなと思っております。これはここで打ち切りたいと思っております。  

 次の質問ですが、三密はどうしても避けられない、特に学童保育などのような場合、そう

いう場合の関係者がどうしても１日も早く、一刻も早く、少しでも早く対策を立てたいとい

うご希望をもっていらっしゃるところもあるようです。その場合に支給予定の新型コロナウ

イルス感染症緊急包括支援交付金、これで職員のＰＣＲ検査を実施できるものならしたいと

いう要望もあるようですが、これは可能でしょうか。お尋ねします。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 この件につきましては福祉人権課長に答弁させます。  

○議長 星 正彦君  

 福祉人権課長。 

○福祉人権課長 芝野 英和君  

 答弁させていただきます。  

 ご質問にありました児童福祉施設などで行います、新型コロナウイルス感染症緊急包括支

援事業の実施については、令和２年６月１９日付厚生労働省子ども家庭局長通知があり、都

道府県を実施主体として事業を実施するものとされ、その後、福岡県の方は「福岡県新型コ

ロナウイルス感染症緊急包括支援事業費補助金交付要綱」を策定し、令和２年７月２２日か

ら施行しています。  

 その中で、市町村等が実施者として行います新型コロナウイルスの感染拡大防止事業とし

て、保育所など１施設当たり５０万円を上限として、保育所等のマスクや消毒液等の衛生用

品や、また感染防止のための備品の購入等が県の全額補助で実施できることになりました。

具体的な補助対象経費は要綱の別表で定められており、ご質問のＰＣＲ検査実施に係る費用

については、この補助金を活用できないこととなっています。以上でございます。  

○議長 星 正彦君  

 西藤議員。 

○１１番 西藤 典子君  

 次の質問に移ります。  

コロナ禍によります受診抑制等で医療費は大変な赤字となっております。４分の１を超え

る病院が夏季賞与を減額支給という報道もありました。県の民営へのアンケート調査でも約

８割の医療法人が影響があったと、約５割の医療法人は資金不足であると、そういったこと

が明らかになっています。  

 鞍手町のただ一つの病院であるくらて病院ですが、先程も申しましたけれども非常に熱心

な経営をされております。そういう経営姿勢からも鞍手町になくてはならない病院だと考え

ます。コロナ禍による経営悪化のしわ寄せがくらて病院で働く皆さんの給与の減額などとい
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う結果に至らぬように実効性のある損失補填の仕組み等を創設するなど、町として最大限の

財政支援をお願いしたいと思いますがいかがでしょうか。  

○議長 星 正彦君  

 町長。  

○町長 岡崎 邦博君  

 医療機関等の支援につきましては、国の第２次補正により、新型コロナウイルス感染症緊

急包括支援交付金の抜本的拡充によりまして、県において重点医療機関への支援、医療従事

者等への慰労金の支給、院内感染防止等の支援が行われており、くらて病院においても財政

的な支援が行われる予定です。  

 また、町としては、従来から総務省が発出する地方公営企業繰出金通知に準じ算定した地

方交付税に算入される額、約２億７千万円をくらて病院運営費負担金として支出することと

しており、普通交付税分以外の財政的支援を行う予定はありません。  

 今後についても、自主性・自立性を発揮した法人運営ができるよう相互に連携しながら経

営の安定化に努めていただきたいと考えております。以上です。 

○議長 星 正彦君  

 西藤議員。 

○１１番 西藤 典子君  

 やはり潰してはならないと思います。ご検討をお願いしたいと思っております。  

 次の質問に移らせていただきます。  

 コロナ禍による３割以上の減収者に対する国保税、他にも後期高齢者医療保険など、それ

から介護保険も含まれているようですが、これについて特別減免制度が国庫負担で行われて

おりますが、鞍手町においてはどういうふうになっているでしょうか。申請件数、合計金額

をお尋ねしたいと思います。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 この件につきましては税務住民課長に答弁させます。  

○議長 星 正彦君  

 税務住民課長。  

○税務住民課長 藤原 光徳君  

 お答えいたします。  

国民健康保険税の減免の実情につきましては、９月１日現在９名の方が減免認定を受けら

れ、減免額は１４５万６００円となっております。  

また、電話等で制度の内容や手続きについての問い合わせがあっておりますので、今後減

免申請があるものと思われます。以上です。 

○議長 星 正彦君  
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 西藤議員。 

○１１番 西藤 典子君  

 関係団体で県の方に交渉しました結果、県の方でも折角できた減免制度なので積極的に申

請をしていただきたいという答弁があっております。  

 高すぎて納めきれないと悩む人が多い国保税等、後期高齢者、介護保険もありますが、こ

れは国費で減免されるということですね。まだ知らない方も多いのではないかと思います。

いま９名の方で１４５万とかなり金額も多いですが、滞納を防ぐとか、今まで滞納した方も

いらっしゃいましょうが、こういう機会にぜひ制度を活用していただきたい、そのためにま

だ９名ということで連絡はあっているそうですが、更なる周知策のお考えはあるでしょうか。

お尋ねいたします。  

○議長 星 正彦君  

 税務住民課長。  

○税務住民課長 藤原 光徳君  

いま西藤議員の方からおっしゃられましたように、県の方では８月１５日現在８，１６５

名の減免の実施状況となっております。周知策につきましても、町といたしまして６月及び

８月の臨時号の広報に掲載しています。そしてホームページにも常時掲載しています。  

また窓口等に納税相談に来られる方につきましても減免に該当しそうな方には手続き等

につきまして説明を行って積極的に制度を活用してもらうように説明はしております。  

以上です。 

○議長 星 正彦君  

 西藤議員。 

○１１番 西藤 典子君  

 ぜひ、再度いろいろな機会を通じて、この機会しかありません。この機会を逃すことなく

減免の対象である方に権利を行使してもらうという形で進めていただきたいと思います。  

 それでは次の質問に移ります。  

 高すぎる国保税の中でも最も理不尽な子どもの均等割でございます。他の健保にはない、

収入もなく資産も所有していない子どもに、赤ちゃんから税を課すという、いつも私が繰り

返し廃止して欲しいとお願いしているものでございますが、これを今年度いろいろなコロナ

禍に関して制度があっていますので、この中で不安な日々を送っている子ども達のささやか

な贈り物として今年度免除はできないものかと思っておりますがいかがでしょうか。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 このご質問につきましては西藤議員より令和元年６月議会、同じく１２月議会において質

問をいただいております。その際に国保に加入している子どもだけを対象に減免措置をおこ

なった場合、社会保険やその他の保険に加入している被保険者の子どもとの間で公平性に欠



24 

 

けることになるのではないかとの考え方から、くり返し答弁をさせていただいております。

このコロナ禍でというようなことで、今年度はどうかというようなご質問でありますが、今

までの考え方に変わりはありません。  

 現在本町といたしましては、均等割と平等割の軽減対象となる世帯に対して軽減基準所得

に応じた７割、５割、２割の保険税の軽減を実施しており、低所得世帯の子どもに対する均

等割の軽減も当然ながら実施をしております。低所得世帯ではない一定の所得がある世帯に

つきましては、これまで同様にご負担についてご理解をいただきたいというふうに考えてお

ります。 

○議長 星 正彦君  

 西藤議員。 

○１１番 西藤 典子君  

 私はかねがね不思議に思うのですが、鞍手町は中学校卒業まで医療費無料ということです。

無料といっても国保の子どもさんは２万８，６００円税として課税されているわけです。そ

こはとてもおかしい感じがするので、この子どもの均等割の課税というものを早く無くして

欲しいと、国にも要求して欲しいと思いますが、何とかこのおかしいところを是正していた

だきたいなという気持ちを持っています。駄目だということですが、検討いただけたらなと

いう気持ちをお伝えしてこの質問は終わりたいと思います。  

 最後の質問に移ります。  

 前回の臨時議会におきまして合計１億４，４２０万円の予算を投じまして情報通信ネット

ワークシステム、これは設置が決まりました。  

 予定では６ヶ月後の令和３年３月までに完成する予定ですね。もう６ヶ月ぐらいしかない

わけですから有効活用のためには専門知識、能力のある人材を早期に発掘して研究を重ねて

いただき、児童生徒達が授業を楽しみ、視野を広げて豊かな学力を身に付けることができる

ような、そういう環境整備をお願いしたいと思いますがいかがでしょうか。  

○議長 星 正彦君  

 教育長。 

○教育長 栗田 ゆかり君  

 この件につきましては、教育課長に答弁させます。  

○議長 星 正彦君  

 教育課長。 

○教育課長 古後 憲浩君  

ＧＩＧＡスクールサポーター等のＩＣＴ教育人材の配置についてお答えいたします。  

ＧＩＧＡスクールサポーターとはＩＣＴ環境整備の設計、工事や納品対応など、学校にお

けるＩＣＴ整備の初期対応を技術的な側面から支援するものでございます。  

本町では、ＧＩＧＡスクール構想に基づきまして校内ＬＡＮ整備実施設計業務委託により、

各学校のＩＣＴ環境整備につきましても設計書や仕様書を作成したため、ＧＩＧＡスクール
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サポーターを設置する必要はありませんでした。  

また、ＩＣＴ教育人材の配置については、各学校のパソコン教室の整備をしている教育用

コンピューターの導入を行った業者のＩＣＴ支援員が、１校あたり年間４回各小学校を巡回

しておりまして、教員に対するＩＣＴ研修や授業支援を行っております。 

 現在、ＧＩＧＡスクール構想の実施に向け、児童生徒一人一台端末、及び高速大容量の通

信ネットワークの整備に着手しておりますが、これらの整備とあわせまして、今後は、国が

２０２２年度までの目標とした水準である４校に１人のＩＣＴ支援員配置が必要となります

ので、この点につきましては今後検討してまいりたいと思っております。  

以上でございます。  

○議長 星 正彦君  

 西藤議員。 

○１１番 西藤 典子君  

 ちょっと私は詳しくなくて勘違いしていた面があるかも知れませんが、やはり折角これだ

けのお金を掛けて設置が決まったわけですが、本当に子ども達が今まで以上に授業を楽しみ、

広い視野と豊かな学力、教養を身に付けることができるような現場での活用、そのための施

策を十分にしていただきたいと思っております。  

 以上を期待しまして私の質問を終わらせていただきます。  

○議長 星 正彦君  

 以上で西藤典子議員の質問を終了します。  

 これで全ての一般質問は終わりました。  

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会します。  

閉会１４時３３分  

 


